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全
体
会
・
講
演

　

第
18
回
友
の
会
世
話
人
交
流
会
は
、「
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
、「
学
び
と
交
流
そ
し
て
日
々
の
疲
れ
を
い
や
す
場
」

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
獄
中
メ
モ
は
問
う
〜
作
文
教
育
が
罪
に
さ
れ
た
時
代
〜
」と

題
し
、
佐
竹
直
子
氏（
北
海
道
新
聞
社
釧
路
支
社 

報
道
部
記
者
）よ
り
話

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
悲
し
い
事
件
へ
の
怒
り
と
嘆
き
、
取
材
を

進
め
真
実
を
明
ら
か
に
し
た
佐
竹
氏
へ
の
称
賛
の
声
が
聴
か
れ
、
講
演
後

は
会
場
が
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
後
の
書
籍
販
売

と
サ
イ
ン
会
に
は
、
多
く
の
方
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

 

（
２
面
に
講
演
要
旨
掲
載
）

　

１
月
20
日（
土
）か
ら
21
日（
日
）、
第
18
回
十
勝
勤
医
協
友
の
会
世
話

人
交
流
会（
山
本
鉄
雄
実
行
委
員
長
）が
十
勝
川
温
泉
ホ
テ
ル
大
平
原
で

開
催
さ
れ
、
全
体
で
1
9
3
名（
世
話
人
1
5
5
名
・
職
員
38
名
）が
参

加
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
や
生
き
活
き
楽
し
く
交
流
、
夕
食
交
流
会
な

ど
の
企
画
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

生
き
活
き
楽
し
く
交
流

夕
食
交
流
会

　

８
種
類
９
つ
の
会
場
に
分
か
れ
、「
笑
い
ヨ
ガ
」・「
介
護
予
防
体
操
」・「
ふ
ま
ね
っ
と
初

級
」・「
ふ
ま
ね
っ
と
中
級
」・「
認
知
症
予
防
」・「
う
た
ご
え
」・「
麻
雀
」・「
囲
碁
」・「
将
棋
」

の
各
企
画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

夕
食
交
流
会
で
は
、
深
町

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
足
寄
友
の
会
に
よ
る
南

京
玉
す
だ
れ
、
開
西
友
の
会

岡
本
顕
氏
の
腹
話
術
、
上
士

幌
友
の
会
の
劇
、
事
務
局
に

よ
る
十
勝
の
地
名
ク
イ
ズ
、

看
護
師
長
室
に
よ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最

後
に
参
加
者
全
員
で
手
を
つ

な
い
で
合
唱
し
、
大
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

第18回
友の会世話人
交流会

▲楽しくふまねっと体験▲真剣勝負を楽しむ参加者

▲笑いヨガでリフレッシュ▲介護予防を体操で学ぶ

▲バーを会場にみんなで合唱▲認知症予防についての講義▲職員も参加した足寄友の会による南京玉すだれ

▲芸達者が熱演　上士幌友の会の劇

▲アコーディオンの伴奏で参加者全員による合唱

安心して住みつづけられる安心して住みつづけられる
まちづくりをめざしてまちづくりをめざして



　

「
音
楽
は
生
活
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
だ
」
と
、
い
ち

い
ち
考
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
あ

っ
て
あ
た
り
ま
え
、
い
つ
も
ど

こ
か
ら
か
流
れ
て
い
て
あ
た
り

ま
え
で
、
そ
れ
が
な
い
日
の
こ

と
な
ど
普
段
考
え
て
も
い
ま
せ

ん
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
と
も
か

く
と
し
て
、
殺
伐
と
し
た
ニ
ュ

ー
ス
に
ま
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
す
。
最

近
は
病
院
の
待
合
室
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ

を
流
し
て
い
る（
帯
広
病
院
は

ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
が
）と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
曲
に
よ
っ
て

野
菜
も
成
長
が
進
ん
だ
り
糖
度

が
高
く
な
る
し
、
牛
は
乳
量
が

向
上
す
る
し
胎
教
に
も
良
い
と

か
…
。

　

横
道
に
逸
れ
そ
う
で
す
の
で

軌
道
修
正
し
ま
し
ょ
う
。
さ
て
、

タ
イ
ト
ル
に
あ
る「
憲
法
」で
す

が
、「
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」

と
し
て
は
音
楽
よ
り
も
認
識
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

「
あ
ぶ
な
い
！
」と
い
う
危
機
感

が
不
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
う

ら
が
え
せ
ば
、
こ
の
憲
法
は
と

て
も
あ
り
が
た
い
も
の
で
、
音

楽
と
は
較
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
大

切
で
、
強
い
て
言
え
ば
空
気
の

よ
う
。
日
頃
わ
た
し
た
ち
の
生

活
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
守
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な

い
ほ
ど
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
１
９
４
６
年
11
月

公
布
、
翌
年
５
月
実
施
の
こ
の

憲
法
、
実
施
か
ら
70
年
を
経
て

急
速
に
蝕
ま
れ
て
き
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。
長
い
専
制
政
治

か
ら
脱
却
し
、
国
民
主
権
平
和

主
義
を
誇
ら
し
げ
に
世
界
に
発

信
し
た
平
和
憲
法
は
民
法
、
民

事
訴
訟
法
、
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
、

教
育
三
法
、
労
働
三
法
な
ど
我

が
国
の
骨
格
で
あ
り
秩
序
を
保

つ
法
律
の
、
ま
さ
に
要
で
す
。

そ
れ
が「
日
米
安
全
保
障
条
約
」

に
よ
っ
て
簡
単
に
ね
じ
曲
げ
ら

れ
た
り
、
憲
法
に
よ
っ
て
守
ら

れ
る
は
ず
の
法
律
が
、
時
の
権

力
に
よ
っ
て
簡
単
に
か
え
ら
れ

た
り
、「
三
権
分
立
」も
建
前
で
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
ゼ
ロ
。

　

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
も
、

な
れ
て
く
る
と
あ
り
が
た
さ
を

忘
れ
、
尊
敬
の
念
も
う
す
れ
る

も
の
で
す
。
国
会
多
数
派
の
術

中
に
は
ま
り
、
気
づ
か
な
く
さ

れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
気
づ
い

た
者
か
ら
声
を
出
す
の
は
当
た

り
前
。「
憲
法
が
危
な
い
！
」「
改

憲
反
対
！
」

 

【
ま
く
べ
つ
友
の
会　

森
田　

浩
】

シリーズ

がが
ああぶぶなないい

講演要旨 獄中メモは問う
～作文教育が罪にされた時代～

北海道新聞社釧路支社　報道部記者

佐　竹　直　子 氏気づいた者から声をあげよう
　

１
９
４
０
年（
昭
和
15
年
）

11
月
か
ら
翌
年
４
月
に
か
け

て
、
子
供
た
ち
に
生
活
を
あ

り
の
ま
ま
作
文
に
書
か
せ
る

北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件

⑶
獄
中
メ
モ
解
読
に
向
け
た

苦
労

①
研
究
者
へ
の
協
力
依
頼
難

航
し
独
学
で
解
読
を
開
始

②
一
部
解
読
の
成
果
と
研
修

者
か
ら
の
読
解
協
力
開
始

⑷
特
高
警
察
に
よ
る
逮
捕
数

（
１
９
２
８
年
〜
１
９
４

５
年
）の
振
り
返
る

⑸
逮
捕
さ
れ
て
い
た
先
生
達

の
逮
捕
の
理
由

⑹
予
審
調
書
の
読
解

①
読
解
で
き
て
い
な
か
っ
た

調
書
を
講
演
で
紹
介
し
た

際
の
会
場
で
の
出
会
い

②
読
解
し
調
書
が
改
ざ
ん
さ

れ
て
い
た
事
実
を
発
見

③
根
室
厚
床
小
学
校
で
綴
り

方
教
育
を
し
て
い
た
先
生

の
取
材

「
綴
方
教
育
」に
励
ん
で
い
た

道
内
の
教
員
ら
が
、「
貧
困
な

ど
の
課
題
を
与
え
て
児
童
に

資
本
主
義
社
会
の
矛
盾
を
自

覚
さ
せ
、
階
級
意

識
を
醸
成
し
た
」

な
ど
と
し
て
治
安

維
持
法
違
反
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
事

件
。
逮
捕
者
は
旧

内
務
省
「
特
高
月

報
」
に
よ
る
と
56

人
、
旧
文
部
省「
思

想
情
報
」
で
は
75

人
。「
国
体
（
＝
天

皇
制
）」の
変
革
、

私
有
財
産
制
度
の

否
認
が
目
的
の
結

●「
獄
中
メ
モ
は
問
う
〜
作

文
教
育
が
罪
に
さ
れ
た
時

代
〜
」執
筆
ま
で

⑴
１
０
０
名
近
い
方
へ
の
取

材
を
通
じ
て

⑵
文
集（
作
文
）内
容
の
す
ば

社
や
行
動
を
罰
す
る
た
め
に

制
定
さ
れ
た
治
安
維
持
法
の

適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
典

型
的
事
例
。
12
人
が
起
訴
さ

れ
、
11
人
に
執
行
猶
予
付
き

の
有
罪
判
決
が
確
定（
１
人

は
公
判
前
に
死
亡
）。
作
家
、

故
三
浦
綾
子
さ
ん
の
長
編
小

説「
銃
口
」の
題
材
に
な
っ
た
。

●
取
材
に
至
っ
た
経
過

⑴
特
高
月
報
に
つ
い
て

⑵
文
集
ひ
な
た
の
紹
介

⑶
治
安
維
持
法
…
制
定
に
至

っ
た
経
過

●
取
材
に
入
っ
て

⑴
書
庫
で
の
調
査
〜
獄
中
メ

モ
の
発
見
ま
で
の
経
過

⑵
獄
中
メ
モ
現
物
写
真
紹
介

ら
し
さ
そ
れ
を
指
導
し
た

先
生
た
ち
と
生
徒
の
関
係

性
に
改
め
て
感
動

⑶「
坂
本
先
生
」文
集
の
作
成

の
経
過
と
内
容

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
域
医
療
研
修
を
通
じ
て
、

他
職
種
と
の
連
携
に
医
師
と
し
て
ど

う
関
わ
っ
た
ら
良
い
の
か
、
ま
た
地

方
の
医
師
不
足
と
人
材
確
保
の
困
難

さ
の
実
情
を
知
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に

臨
床
場
面
で
の
高
齢
者
と
の
か
か
わ

り
方
等
、
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と

が
出
来
た
研
修
で
あ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

 

【
医
師
研
修
委
員
会
事
務
局
】

　

12
月
28
日（
木
）高
柳
瞬
医
師

よ
り
、
十
勝
で
の
地
域
医
療
研

修
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
各
事

業
所
で
の
研
修
報
告
で
は
、
居

宅
事
業
所
で
の
訪
問
に
同
行
し
、

患
者
利
用
者
さ
ん
の
生
活
の
場

を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
こ
と
、

リ
ハ
ビ
リ
で
の
研
修
で
は
患
者

さ
ん
の
実
際
の
状
況
が
把
握
で

き
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
病
棟
で
の
入
院
患
者
さ
ん

と
の
関
り
か
ら
、
褥
瘡
へ
の
対

応
に
つ
い
て
学
習
が
で
き
た
等
、

多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
と
の
感

想
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
共
同
組

織
活
動
で
は
、
音
更
東
友
の
会

で
の
そ
ば
打
ち
体
験
、
大
樹
友

の
会
で
は
、
町
立
病
院
見
学
や

牧
場
見
学
、
広
尾
町
の
障
害
者

施
設
の
見
学
と
施
設
職
員
や
友

の
会
と
の
意
見
交
流
等
を
通
じ
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
と

地域医療研修報告会

第４０５号　２０１８年２月 友 の 会 ニ ュ ー ス (  )2

▲話に聞き入る参加者

▲書籍販売とサイン会の様子



sssssssssssssssssssss
　「帯広市気づきネットワーク」

は、高齢者や障害者の方等が

住み慣れた地域で安心して暮

らし続けていけるように、地

域の見守り体制の強化に向け

て、様々な事業所や団体等と

の連携を図るネットワークで

す。

　平成24年11月８日に発足し、十勝勤医協帯広病院、白樺医院、友の

会連絡協議会も加入しています。

　平成29年度の気づきネットワーク会議が昨年11月に行われ参加して

きました。

　加入協力機関も発足当初27団体から現在は52団体に増え、各団体の

取り組みや地域の実情について意見交換しました。

　気づきネットワークも発足から５年が経過し、通報・相談件数が年々

増加し、多くの方の支援に結びつけることができています。

　通報・相談内容は、認知症・精神について、高齢者の虐待相談・通

報、安否確認に係る通報・相談、孤独（立）死、施設や入院・病院の相

談などで、特に認知症・精神についての相談・通報が増えているそう

です。

　ひとりぼっちを防ぐ思いやりの輪からを合言葉に、生活に困ってい

ること、高齢者や障害者の困りごと、家族の心配、一人暮らしの悩み

など、ひとりではなかなか解決できないことがあります。すべてをひ

とりでかかえこまず、まずは相談してみましょう。

　また十勝勤医協も友の会と連携・協力しながら、地域訪問をおこな

っています。

　帯広市や他の事業所、団体、関係機関と連携し、安心して住み続け

られる地域をめざし今後も活動していきたいと思います。

地域でも、「あれっ？」「おかしいな？」と思ったら相談を！
・郵便物や新聞が新聞受けにたまっている。

・家を訪問しても、閉じこもって顔を出してくれない

・何日も夜になっても家に明かりがつかない

・最近、外出している姿を見かけなくなった

・庭の手入れがされていなくなった、洗濯物が干されなくなった

・家の中から大声で怒鳴る声が聞こえる

・顔や腕などに不自然なあざ
4 4

が多くなった

・服装が不自然なまま外出している

・見慣れない人が家を出入りするようになった

・話をすると知り合いがなく寂しいと悩んでいた

・最近引っ越ししてきたが、周囲になじめていないようだ…など

「生命の危険の心配がある！」場合は通報しましょう。
・室内から応答があるがドアが開かない

・室内から異臭がする

・何日も洗濯物が片付けられない、電気、テレビがついたままになっ

　ている…など

連絡先は、総合相談窓口（帯広市保健福祉部内）

平日（８時45分から17時30）：電話（0155）65－4149

急を要する時（土日・祝日・夜間）：電話（0155）24－4111

帯広市気づきネットワーク
会議に参加して…

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん
で
は
、

昨
年
に
続
き
職
員
手
作
り
の

す
ず
ら
ん
神
社
が
登
場
し
ま

し
た
。
す
ず
ら
ん
神
社
の
神

様
に
一
礼
二
拍
し
、
お
賽
銭

箱
に
お
賽
銭
を
入
れ
、
皆
さ

ん
に
願
掛
け
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
お
賽
銭
と
言
っ
て
も

本
物
の
お
金
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
金
色
と
銀
色
の
投
げ
玉

を
手
作
り
し
、
お
金
に
見
立

て
ま
し
た
。
玉
を
投
げ
る
前

に
お
願
い
ご
と
を
述
べ
、
お

賽
銭
箱
に
入
る
と
願
い
が
叶

う
と
信
じ
て
…「
旦
那
の
病

気
が
早
く
良
く
な
り
ま
す
よ

う
に
」「
足
が
良
く
な
り
ま
す

よ
う
に
」「
元
気
に
暮
ら
せ
ま

す
よ
う
に
」
と
。
入
っ
た
時

　

昨
年
12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
行
い
、
利
用
者
さ
ん
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
出

し
物
を
企
画
し
ま
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
定
番
曲「
き
よ

し
こ
の
よ
る
」を
ハ
ン
ド
ベ

ル
で
披
露
し
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

に
あ
わ
せ
て
全
員
で
歌
い
ま

し
た
。
デ
イ
ケ
ア
の
行
事
で
は
、

い
つ
も
衣
装
に
も
こ
だ
わ
り
、

雰
囲
気
作
り
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」

で
は
職
員
、
利
用
者
さ
ん
共

に
ス
カ
ー
ト
を
履
き
、
手
に

花
飾
り
を
付
け
て
踊
り
ま
し

た
。
最
後
は
職
員
だ
け
で
、

に
は
初
笑
い
し
た
！
と
涙
を

流
し
て
大
盛
り
上
が
り
。
私

も
最
後
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、

し
か
し
中
々
入
り
ま
せ
ん
。

最
後
の
金
色
の
玉
に
願
い
を

込
め
「
今
年
一
年

も
皆
さ
ん
が
元
気

に
す
ず
ら
ん
に
通

え
ま
す
よ
う
に
」

と
投
げ
る
と
、
な

ん
と
！
見
事
お
賽

銭
箱
に
入
る
と
い

う
奇
跡
が
起
こ
り

皆
さ
ん
に
喜
ん
で

頂
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
利
用
者
さ

ん
が
笑
顔
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し

て
頂
け
る
よ
う
な

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

息
ぴ
っ
た
り
!!
と
は
い

か
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、「
赤
鼻
の
ト

ナ
カ
イ
」
の
曲
で
ラ
イ

ン
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。
利
用
者
さ
ん
か

ら
は
「
面
白
か
っ
た
、

練
習
し
た
の
？
」
等
の

感
想
が
聞
か
れ
、
笑
顔

の
溢
れ
る
、
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
頂
け
る
よ

う
に
魅
力
の
あ
る
行
事

を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

す
ず
ら
ん
神
社
の
神
様
…
降
臨
!?

ケアセンタ―ケアセンタ―
白樺白樺

すずらんすずらん

看護師看護師奮闘記奮闘記 ★★★
★

★

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

 

【
副
施
設
長　

野
口
寿
恵
】

ン
や
行
事
を
職
員
一
同
で
企

画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
介
護
主
任　

村
上
あ
ゆ
み
】
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平

裁 □ 合

昭

純

妻 □ 恋

情

出

満 □ 祈

力

国

私 □ 単

英

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生

き

生

き

生

き

生

き

広

場

広

場

☎☎
〇
一
五
五

〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

笑
顔
で
優
し
い
言
葉
を

【
答　
　

え
】

　

□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

２
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
０
７
号

（
４
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
０
３
号
の
当
選
者
】

　

答
え
は「
無
病
息
災
」で
し

た
。

　

応
募
総
数
１
７
１
通
、
正

解
者
１
６
９
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

新
目
典
子　
　

田
村
正
子

藤
原
加
代
子　

山
崎　

守

　
　
　
　
　
　
（
帯
広
市
）

渡
部
豊
子　
　
（
音
更
町
）

山
本
政
俊　
（
上
士
幌
町
）

河
合
恵
子　
　
（
池
田
町
）

大
川
ト
モ　
　
（
足
寄
町
）

山
本
正
美　
　
（
大
樹
町
）

澤
田
直
樹　
（
北
広
島
市
）

　

次
の
□
の
中
に
二
字
熟
語
が
で
き
る
よ
う
に
漢
字
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
□
に
入
っ
た
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
答
え
に
な

り
ま
す
。

　

出
題
者
は
村
上
礼
二
郎
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

大
正
友
の
会

東

友

の

会

　

12
月
14
日
（
木
）「
お
薬

と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」

を
お
題
に
、
健
康
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
導
入
で
世

話
人
さ
ん
よ
り
頭
の
体
操
の

後
、
帯
広
病
院
病
棟
師
長
の

林
下
亜
希
看
護
師
に
よ
る
血

圧
測
定
と
、
あ
じ
さ
い
薬
局

の
澤
谷
優
事
務
員
に
よ
る
尿

検
査
を
実
施
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
師
は
、
あ
じ
さ
い
薬

局
薬
局
長
の
岡
山
和
也
薬
剤

師
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

岡
山
薬
剤
師
よ
り
、
健
康

食
品
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
違

い
、
医
薬
品
と
医
薬
部
外
品

の
違
い
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
使

用
時
の
注
意
点
、
信
頼
で
き

る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
は
、
上

手
に
利
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
資
料

を
提
供
い
た
だ
き
学
習
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
飲
み
忘

れ
た
り
し
て
余
っ
て
い
る
薬

が
あ
る
が
、
か
か
っ
て
い
る

先
生
に
話
し
づ
ら
く
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
る
が
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
？
、
薬
の
賞
味

期
限
で
あ
る
の
？
、
家
族
に

処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
同
様

の
症
状
の
時
使
用
し
て
も
よ

い
か
？
等
々
様
々
な
質
問
が

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し

て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
16
名
で

大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
た
相
談
会
で

し
た
。

 

【
大
正
友
の
会
事
務
局
】

　

今
年
も
例
年
通
り
出
足
早

く
と
１
月
７
日（
日
）に
東
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
新
年
総
会
を

し
ま
し
た
。
１
時
間
以
上
も

早
く
か
ら
来
て
く
れ
た
会
員

さ
ん
の
手
伝
い
で
手
際
よ
く

オ
ー
ド
ブ
ル
や
会
場
づ
く
り
。

友
の
会
連
絡
会
か
ら
真
田
若

子
事
務
局
長
さ
ん
と
、
池
田

さ
ん
が
来
て
く
れ
、
尿
検
査

と
血
圧
測
定
で
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

11
時
か
ら
総
会
を
開
始
。

今
年
の
計
画
等
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。
総
会
時
に
ご
家

族
に
入
会
を
勧
め
て
く
だ
さ

り
、
２
名
の
会
員
が
増
え
ま

し
た
。
ま
た
、
既
存
の
世
話

人
さ
ん
の
誘
い
で
新
し
い
世

話
人
さ
ん
も
増
え
ま
し
た
。

リ
ン
グ
プ
ル
持
参
で
参
加
し

て
く
れ
た
人
も
い
て
、
元
気

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
も
友
の
会
で
の
健

康
づ
く
り
を
取
り
組
ん
で
い

く
事
を
確
認
し
ま
し
た
。
総

会
後
の
懇
親
会
で
は
、
お
寿

司
・
オ
ー
ド
ブ
ル
に
お
酒
を

堪
能
し
、
そ
の
後
楽
し
く
ゲ

ー
ム
を
し
て
仲
良
く
１
日
過

ご
し
ま
し
た
。

【
東
友
の
会　

山
口
久
美
子
】

お
薬
に
つ
い
て

 
学
び
を
深
め
る

新
年
総
会
で
出
足
早
く

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

ご購読希望の方は、下記各事務局または連絡会事務局までご連絡下さい。

【
音
更
東
】
菅
原　

一
晴

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
〇
九
五

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
坂
本　

恵
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
二
六
三

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎
節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
加
藤　

孝
一

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

四
八
二
二

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
加
藤　

み
ち

 

二
三

－

六
三
一
八

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
及
川　

洋
子

 

〇
九
〇

－

五
二
二
二

－

三
八
三
二

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
高
宮　
　

裕

 

三
四

－

一
八
八
二

【
新　

緑
】
千
田　

濱
子

 

二
一

－

四
四
〇
八

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三
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